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は じ め に

「特別支援教育」が学校教育法に位置づけられ２年目を迎えました。今次の特別

支援教育の改革は、特別支援学校や特別支援学級にとどまらず、本県教育の振興

にとっても重要な契機になるものと考えており、県内各地域の学校においては、障害

のある幼児児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生

活や学習上の困難を改善又は克服するため、更なる取組の充実が図られていま

す。

新しい小・中学校学習指導要領の中で、特別支援教育について特別支援学校の

センター的機能を活用することや個別の指導計画及び個別の教育支援計画の作成

の充実、交流及び共同学習の促進・充実の重要性などが示されています。また、特

別支援学校学習指導要領では、社会の変化や子どもの障害の重度・重複化、自閉

症、ＬＤ、ＡＤＨＤ等を含む多様な障害に応じた適切な指導を一層充実させるため、自

立活動に新たな区分として「人間関係の形成」が設けられました。

本県では、これまで文部科学省委嘱事業である「発達障害等・特別支援教育体制

推進事業」を活用して巡回相談やコーディネーター研修会等を実施するとともに、特

別支援学校や県内全市町村から推薦された教員を対象とした発達障害に関する専

門性の向上を図るための「スペシャリスト養成塾」の開催、教員の国内留学派遣な

ど、発達障害児童生徒等に対する教育を充実させるための取組を進めてまいりまし

た。

現在、県内の小・中学校においては、校内委員会の設置や、特別支援教育コーデ

イネーターの配置等が進み、特別支援教育の実施体制整備が進んできております

が、今年度、小中学校等に在籍するＬＤ、ＡＤＨＤ等の特別な教育的支援を必要とす

る子どものための教育をより充実させていくため、「発達障害児指導方法研究事業」

において、「発達障害児指導事例集」を発刊することになりました。各学校において

本事例集を校内研修等に活用し、発達障害等の児童生徒の実態の把握や、適切な

指導・支援の在り方などの研究を深めていただき、特別支援教育の体制がさらに進

むことを期待しております。

最後になりましたが、本事例集の発刊にあたり、御多用にもかかわらず熱心に御

協力くださいました作成委員の方々に対し、心よりお礼申し上げます。

平成２１年３月

和歌山県教育庁学校教育局県立学校課特別支援教育室長 三反田 和 人
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